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Ⅰ． はじめに  
両 側 難 聴 は、およそ 1 , 0 0 0 人 の赤 ちゃんに対 して１ 人 の割 合 で見 つか

り ま す 。 最 近 では 、新 生 児 聴 覚 ス ク リ ー ニ ン グ に よ り難 聴 が発 見 され る乳
児 が増 加 して い ま す 。 し か し 、新 生 児 聴 覚 ス ク リ ー ニ ン グ を受 け て いな い お
子 さんの聞 こえの確 認 や、新 生 児 期 以 降 に生 じた難 聴 の発 見 のためには 、
今 後 も乳 幼 児 健 康 診 査 において聞 こえを確 認 するこ とが必 要 です。 1 歳
6 か月 児 はことばを話 しはじめる頃 であり 、聞 こえの確 認 が大 切 な年 齢 です。  

乳 幼 児 は、難 聴 がある と話 す人 の表 情 や身 振 り 、周 囲 の状 況 を見 て
行 動 する傾 向 があり ます。 また 、ある程 度 聞 こえる場 合 には、こ とばもそれな
りに話 すこ とができます。 このよ うに 、難 聴 は保 護 者 をはじめお子 さんにかかわ
る周 囲 の人 にわか り にく い障 害 と い え ます 。 お子 さ んの難 聴 に気 づかず聞 こ
えにく い状 態 が続 く と、 こ と ば の理 解 が不 充 分 とな り 、年 齢 相 応 のこ と ば を
獲 得 するこ とが困 難 になります。難 聴 を見 逃 さない為 には、積 極 的 に難 聴
の存 在 を疑 い、精 密 検 査 をおこなうこ とが重 要 です。  
 
Ⅱ .目 標                             
 両 側 高 度 難 聴 および両 側 中 等 度 難 聴 の発 見 が目 標 です。本 格 的 に
ことばを話 すようになる 2 歳 までに難 聴 を発 見 し、こ とばの遅 れを最 小 限 に
と どめるこ と を目 指 します。  
 
                         
 
 
 
 
 
  
 

 

1 歳 6 か月 児健康診 査 における聞 こえの確 認  
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Ⅲ． 聞 こえの確 認 方 法  
  

保 護 者 に、 1． 聞 こえの反 応 、 2． こ とばの発 達 、 3． その他 の難 聴 に関
連 する項 目 、 4． 新 生 児 聴 覚 スク リ ー ニ ン グ 、 の各 設 問 につ いて 、 お子 さ
んにあてはまる回 答 項 目 に○をつけてもらいます。  
 
1． 聞 こえの反 応  
 

1）  見 えないところからの呼 びかけ、テレビか
ら流 れてく るコマーシャルの音 楽 や番 組
のテーマ音 楽 などに振 り向 きますか。  

はい  いいえ  

2）  耳 が聞 こえにく いと思 ったこ とがあります
か。  

はい  いいえ  

3）  “ さ さやき声 * ” で名 前 を呼 んだときに振
り向 きますか。  
（ 気 づ かれ な い よ う に 、 お子 さ ん の後 ろ か ら “ さ

さ や き 声 ” で 名 前 を呼 び か け てく だ さ い）  

はい  

いいえ  

わからない  

 
 
 
 
 
 

“ さ さやき声 ”の出 し方  

の ど（ の どぼ と け） に手 をあてて 「 アー 」 と言 っ てみ てく ださい 。指 が
少 し ビ リ ビ リ し ます 。今 度 は 、息 を 「 ハー 」 と吐 いてみてく ださい 。指
がビ リ ビ リ し ません 。 こ のよ うに 、指 がビ リ ビ リ しないで息 だけで出 す小
さな声 を “ さ さ や き声 ” と い い ま す 。 な い し ょ話 をす る時 に よく 用 い ま
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2 .ことばの発 達  
 

1）  簡 単 なことばによる言 いつけができます
か。  

はい  いいえ  

2）  意 味 のあるこ とばを 3 つ以 上 言 えます
か。  

はい  いいえ  

 
3 .その他 の難 聴 に関 連 する項 目  
 

1）  家 族 （ 父 母 、祖 父 母 、兄 弟 姉 妹 な
ど） に、小 さい時 から耳 が聞 こえにく い
方 ・ 聞 こえない方 がいますか。  

はい  いいえ  

2）  妊 娠 中 に風 疹 にかかりましたか。  はい  いいえ  

3）  1 5 0 0 g 未 満 で生 まれましたか。あるい
は、 5 日 以 上 N I C U に入 院 しました
か。  

はい  いいえ  

4）  仮 死 で生 まれましたか。  はい  いいえ  

5）  黄 疸 が強 く 、交 換 輸 血 を受 けました
か。  

はい  いいえ  

6）  耳 や口 に生 まれつきの形 態 異 常 があり
ますか。あるいは、頭 の前 髪 が白 い部
分 がありますか。  

はい  いいえ  

7）  髄 膜 炎 にかかりましたか。  はい  いいえ  

8）  頭 部 を骨 折 して入 院 しましたか。  はい  いいえ  

 
4． 新 生 児 聴 覚 スクリーニング  
 

新 生 児 聴 覚 スク リーニングを受 けました
か。  

はい  いいえ  

＊ 「 はい 」 に○をつけた方 に、さらにお尋 ね
します。  
 結 果 はどうでしたか。  

パス  

（ 異 常 なし）  

リ フ ァー  

（ 要 再 検 ）  
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Ⅳ． 判 定 方 法 とその後 の方 針  

 
前 項 の 「 Ⅲ． 聞 こえの確 認 方 法 」 について、判 定 方 法 とその後 の方 針

は以 下 の通 りです。  
1． 「 1． 聞 こえの反 応 」 の回 答 について、 1） 「 はい 」 、 2） 「 いいえ 」 、 3）
「 はい 」 にすべて○の場 合 は、次 の項 目 2 にすすんでく ださい。 1） ～ 3）
のいずれか 1 項 目 以 上 に異 常 がある場 合 は、精 密 検 査 にまわしてく だ
さい。  

2． 「 2． ことばの発 達 」 の 1） 2） がいずれも 「 はい 」 に○、かつ 「 3． その
他 の難 聴 に関 連 する項 目 について 」 の 1） ～ 8） がすべて 「 いいえ 」 に
○の場 合 は 、 「 パ ス 」 と し ま す 。 こ の場 合 は 、３ 歳 児 健 康 診 査 で再 度
聞 こえの確 認 をしてく ださい 。 「 2． こ とばの発 達 」 あるいは 「 3． その他 の
難 聴 に関 連 する項 目 について 」 のいずれか 1 項 目 以 上 に異 常 がみられ
た場 合 は、次 の項 目 3 にすすんでく ださい。  

3． ささやき声 で名 前 を呼 んで、振 り向 く 場 合 は 「 パス 」 と し 、 3 歳 児 健 康
診 査 で再 度 聞 こえの確 認 をしてく ださい。振 り向 かない、あるいは反 応 が
はっきり しない場 合 は、精 密 検 査 にまわしてく ださい。  
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以 下 、判 定 方 法 とその後 の方 針 をフローチャートに示 します。  
 
 
 

 
 
Ⅴ． 精 密 検 査  
 1 歳 6 か月 児 は、聴 力 検 査 において自 ら 「 音 が聞 こえた 」 と意 思 表 示
をす る こ と が で き ませ ん 。子 ど も の聴 性 行 動 に基 づく 聴 力 検 査 と 、電 気 生
理 学 的 な他 覚 的 聴 力 検 査 を組 み合 わせ て 、総 合 的 に難 聴 の有 無 や
程 度 を判 断 します。 したが って 、これらの検 査 による診 断 ができる医 療 機 関
への精 査 紹 介 が必 要 です。  

さ さ や き 声 で 名 前 を 呼 ん で 振 り 向 く  

は い  

パス  
３ 歳 児 健 康 診 査 で  
聞 こえを再 確 認  

精 密 検 査 へ  

１ ． 聞 こ え の 反
応  

１ ）  「 は い 」  
 ２ ）  「 い い え 」  
３ ）  「 は い 」  

２ ． こ と ば の 発 達  
１ ） ２ ） い ず れ も 「 は い 」 に ○  
３ ． 難 聴 に 関 連 す る 項 目  
1 ) ～ 8 ) す べ て 「 い い え 」 に 〇  

 

い い え  

は い  い い え  

は い  いい え  
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Ⅵ． 難 聴 を見 逃 さないためのポイント  
1． 保 護 者 の訴 えがあれば 、 “様 子 をみ ま し ょ う ” と の対 応 を しな いで精 密

検 査 にまわしてく ださい。  
   1 歳 6 か月 の頃 は、こ とばを話 しはじめる大 事 な時 期 です。難 聴 によ
りこ とばの発 達 が遅 れるこ とがないよ うにするため、保 護 者 が聞 こえやこ とば
について心 配 してい る場 合 は、精 密 検 査 で聴 力 を確 認 するこ と が重 要
です。  

2． 新 生 児 聴 覚 スク リーニングをパスしていても、もう一 度 聞 こえの確 認 をし
てく ださい。  
新 生 児 聴 覚 スク リ ー ニング をパスしても 、新 生 児 期 以 降 に難 聴 が生

じる こ とがあ り ます 。聞 こえの確 認 項 目 で再 度 聞 こえをチ ェ ッ ク し てく ださい 。  
3． 発 達 の問 題 と考 えられるお子 さんも、聞 こえの確 認 が必 要 です。  
   発 達 に問 題 がある と考 えられるお子 さんと 、難 聴 のお子 さんでは、コ ミ ュ
ニ ケーショ ンの と り にく さ や こ と ばの発 達 の遅 れな ど 、類 似 した点 があ り ます 。
ま た 、発 達 の問 題 と難 聴 が合 併 している こ と も あ り ます 。発 達 に問 題 が
ある と考 えられる場 合 は、その後 の経 過 をみていく こ とが大 切 です。難 聴
の場 合 は、早 急 に療 育 が必 要 とな り ます。聞 こえの確 認 項 目 をチ ェ ッ ク
し、異 常 があれば判 定 基 準 に従 い精 密 検 査 にまわしてく ださい。  

4． 中 耳 炎 を繰 り返 すお子 さんも、聞 こえの確 認 が必 要 です。  
   中 耳 炎 を繰 り返 し 、聞 こえにく い状 態 が続 く と、 コ ミ ュ ニケーショ ンやこ と
ば の発 達 に支 障 を来 たす こ と が あ り ま す 。 ま た感 音 難 聴 に中 耳 炎 を合
併 している場 合 は、中 耳 炎 が改 善 しても聞 こえにく い状 況 が持 続 します。
聞 こえの確 認 項 目 に異 常 があれば、判 定 基 準 に従 い精 密 検 査 にまわ
してく ださい。  
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